
先端繊維素材研究委員会（AFMc）・繊維加工研究委員会合同シンポジウム 
 

 
（第 30回 AFMc講演会・第 34回繊維加工シンポジウム） 

 

暮らしの安全と安心－繊維科学からの貢献の可能性を求めて 
 

 
 

主  催：(社)繊維学会 

先端繊維素材研究委員会(AFMc) 
繊維学会繊維加工研究委員会 

 

協  賛：(社)繊維学会関西支部 

 

日  時：平成 18年 10月 27日(金) 
 

場  所：兵庫県民会館 304号室 
神戸市中央区下山手通 4‐16‐3 
℡：078‐321‐2131 
 

 

 

地震、津波、噴火、火災、犯罪など、最近の我々の生活は日々色々な脅威にさらされています。

そこで、今回のシンポジウムでは、我々の暮らしの安全と安心の確保を目指して活躍されておられ

る各方面の専門家の方々をお招きし、暮らしの安全・安心を目指す活動を知るとともに、それらに

対して今後の繊維科学がどのように貢献できるのかを探る機会をもちたいと思っております。繊維

の専門家のみならず多くの方々のご参加をお待ちいたしております。 

 

 

プログラム： 

 

● 10:00－11:00  「子供と自然をどう結びつけるか」           

                            京都大学名誉教授   山中 康裕 

 

● 11:00－12:00 「安全で安心な街を考える」(仮題）       

 京都大学防災研究所  岡田 憲夫 

 

● 13:20－14:20 「繊維と科学捜査」                 

兵庫県警察科学捜査研究所  斎藤 恭弘 

 

● 14:20－15:20 「火災と繊維の特性について」(仮題）          

 神戸市消防局  石田 秀欣 

 

● 15:30－16:30 「安全と安心を築く防護テキスタイル」       

ITS Mediaservice   米長  粲 

 

 


